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「道」という名前の道があって驚いた。 

もう十年前、ローマにいた頃の話だ。大学の夏

休み、学生主体の映画祭に参加するために、南

イタリアはバジリカータ州の小村ノヴァ・シリを訪

れた。小学校の校舎や公園は白塗りで、比較的

新しくできた町という印象。その村の海岸沿いに、

巨匠フェデリコ・フェリーニの映画を冠にした道路

がいくつも走っていた。例えば Via la Voce della 

Luna（ボイス・オブ・ムーン通り）、または Via 

Amarcord（アマルコルド通り）といった具合だ。そ

のうちの一つに、彼の初期代表作からとった Via 

La Strada があるのを発見したのだった。日本語

にすると「道通り」。そのこっけいな名前に私は思

わず吹き出してしまった。 

 

【Via delle Zoccolette  撮影：エルネスト・テデスキ】 

 

イタリアでは、どんなに狭い小道や抜け道でも

名前がついている。そして道の入口には、看板で

必ずそれが表示されている。この名前に数字をつ

ければそれがすなわち住所となる。いたってシン

プルだ。数字のほうは、建物の一階と二階の境目

あたりの高さにそれぞれ表記されており、目的地

を知らなくても、通り名とこの数字を頼りにたどり

着くことができる仕組みになっている。ホテルに行

くとき、レストランに行くとき、教会に行くとき、地図

を広げて通りの名前をさがした経験のある旅行者

の方は多いのではないだろうか。そんな折、意外

な珍名を発見して驚いた人もまた多いはずだ。私

が道通りを発見したように。 

奇妙な名前でいうと、ローマの中心に Via delle 

Zoccolette（小さな売春婦通り）という道がある。背

の高い建物に囲まれているため昼間でも日の光

が届きにくい小道だ。通りの奥にはカトリック教会

の古い施設がある。文献によると、この施設がで

きたのは 16 世紀の終わりで、聖フランチェスコ修

道会系の団体が乞食たちの宿泊用にと建設した

そうだ。1715 年に修道会が移転すると、当時の法

王クレメンス11世の手により、施設は教会付属の

病院に生まれ変わる。さらに通りに面した建物の

一部は、女子専用の孤児院として利用されるよう

になった。当時のローマは教皇領で、聖職者以外

の人々の暮らしは非常に貧しい。そんな庶民たち

が想像したのは、孤児院を出る年齢に達した少女

たちが、行くあても仕事もなく、夜の街に立ってい

る姿だった。そこで、ユーモアと憐れみを込めて、

その道を「小さな売春婦通り」と呼ぶようになった。

ちなみにシルヴィオ・ベルルスコーニの浮気相手
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の一人、女優サビーナ・ベーガンがこの道に住ん

でいたと噂されており、「まさに売春婦通りだな」と

いう辛辣な冗談が数年前に飛び交った。 

次に、ローマのショッピング街コルソ通りから一

本入った筋にあった Via dei Tre Ladroni（三人の大

どろぼう通り）。三人兄弟が経営するぼったくりレ

ストランがあった通りなのだが、この名前は名誉

毀損にならないのかとこちらが心配になる。19 世

紀末、大どろぼう通りの続きにあった別の通りと

統合させられ、あえなく消滅してしまった。しかし、

どろぼうにせよ、売春婦にせよ、とんでもないネ

ーミングセンスだ。そして何より一本の道から町

の歴史が垣間見えるのが面白い。 

他にもこっけいな名前の道は目白押しだ。ロー

マのユダヤ人地区の Via delle Botteghe Oscure

（暗い商店通り）では、窓のない建物内で商品の

取引が行われていたという。1978 年、誘拐されて

いた元首相アルド・モーロの遺体が発見された場

所としても有名だ。こちらもローマの中心地 Via 

dell'Orto di Napoli（ナポリの菜園通り）にあった大

学は、新しい才能を「栽培」するためにナポリ王家

によって設立された。変わり種では、日本語が用

いられる通りもある。トヨタ・イタリア本社の前には

Via Kiiciro Toyodaが広がり、火山があるという共

通点で鹿児島と姉妹都市になったナポリには、

Via Kagoshimaが存在する。 

存分に通りの名前を楽しんだところで、一つの

疑問について考えてみたい。これらの名前は、い

ったい誰が決めているのか？想像に難くないが、

市町村の行政である。ある資料によると、イタリア

には8092の市町村があるとのことだ。新しい道路

ができるたび、区画整備で通りを刷新するたび、

これらの市町村が頭を悩まして名前を考えるわけ

だ。その数は膨大で、奇妙な名前が少しくらいで

きても当然だと思えてくる。そのようにして生み出

された通り名だが、一番多いのはやはり歴史上

の人物の名前だ。十九世紀のイタリア統一に大き

く貢献したヴィットーリオ・エマヌエーレ二世、ガリ

バルディなどは、どんな町でも主要道路の冠にさ

れる人気者だ。偉人が亡くなって数年経つと、必

ず故人を偲んで道の名前にしようとする動きが出

る。最近では、2012 年に亡くなったノーベル賞科

学者リータ・レーヴィ=モンタルチーニがそこかしこ

で通り名に選出されている。 

 
【Ernesto Nathan】 

出典:https://it.wikipedia.org/wiki/Ernesto_Nathan 

 

モンタルチーニ級の偉人の名なら耳にしたこと

があるのだが、注意して町を歩いていると、「これ

は誰？」という見知らぬ人物が堂々と通りの名前

になっていることに気づく。私が住んでいたアパ

ートの近所にある Via Ernesto Nathan。エルネス

ト・ナータンは十九世紀のユダヤ系政治家で、平

民出身として初めてのローマ市長に選ばれた人

物だ。または最寄り駅から北の山側に伸びていた

Via Pasquale Baffi。十八世紀のアルバニア系イタ

リア人で、古代ギリシャの研究者。フリーメイソン

にのめり込み、最後は首吊りの刑に処されている。

友人が住んでいたためタクシーの運転手に何度

となく口にした Via Oderisi da Gubbioは、ダンテも

神曲で紹介した細密画家の名前から取っている。

このように、地図をよく見てみると、先述の奇妙な

名前以上に、町の道は見知らぬ先人たちでうめ

つくされているではないか。これを事細かに調べ

ていけば、間違いなくイタリア歴史博士になれる

だろう。 

さて、ここで新たな問題が発生する。歴史上の
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人物が散見される通りの一つに、ベニート・ムッソ

リーニの名をつけてもよいかという問題だ。ムッソ

リーニだけではない。ベッティーノ・クラクシやジュ

リオ・アンドレオッティなど、汚職やマフィアとの癒

着で否定的なイメージがついた政治家たちを通り

の名前にするのはいかがなものかという議論は

幾度となく起こっている。一方で、ムッソリーニを

イタリア史の過ちとしてのみ捉えるのではなく、再

評価すべきだという声もあるにはある。またムッソ

リーニの右腕で黒シャツ隊の指導者だったイタ

ロ・バルボや、ファシスト党幹部のジュゼッペ・ボ

ッタイに捧げられた通りはすでに存在している。

ムッソリーニをスケープゴートに、その他多数のフ

ァシズム関連の人々が許されている構図にも見

えてくる。バルボは許すがムッソリーニは許せな

い、そういった倫理の境界線が、イタリア人の中

にあるのかもしれない。それを見極めるのはなか

なかに難しい。 

 

【Pasquale Baffi】 

出典:https://napolicapitaleuropea.wordpress.com 

 

没後 100年は故人の名前を通りにつけることを

禁じる法律をつくるべきだとエッセイに書いたの

は記号学者ウンベルト・エーコだ。十四世紀に法

王と対立したコーラ・ディ・リエンツォの名を冠した

通りを、現代のキリスト教徒たちは平気な顔で歩

いているではないか。2045 年になれば我々の息

子たちもムッソリーニが誰かもよくわからなくなっ

ているはずだと、あくまで冗談口調でエーコは主

張する。また、皮肉にも高名な修道会の名を冠し

たミラノ大学近くのVia Chiaravalleに売春宿があり、

キアラヴァッレがそのイメージ一色に陥ってしまう

というケースもある。こう考えていくと、道の命名

はなんとも繊細な作業であり、いっそ丘通り、麦

穂通り、街路樹に合わせてハンノキ通りといった

一般的な名称にとどめておいたほうがいいので

はないかと締めくくっている。 

 

個人的には、これからもぜひ珍名、奇名、マニ

アックな人名で大いに通りが賑わうことに期待し

ている。エーコが例に出したコーラ・ディ・リエンツ

ォやキアラヴァッレが、記号としての道の名前とそ

もそもの由来がはっきりと分離しているところも面

白い。つまり、通りの名前はあくまで住所を示す

ための印でしかなく、命名は繊細ではありながら、

とても実務的な作業なのだ。これまで見てきたと

おり、道の由来に立ち返ってみると、今まで気づ

かなかった意外な事実が発見できたりもするの

だ。 

インターネットで検索したが、現在のところムッ

ソリーニ通りは存在しないようだ。パドヴァに一つ、

アドリア海側のキエーティの近くに一つ、それらし

い通りがあるが、どちらも該当はしない。パドヴァ

のものは moscerini（ユスリカの群れ）がなまって

mussoliniになったとのこと。キエーティのものはイ

ンターネット地図上では見つけられるが、実際に

は存在しないらしい。果たしてこの先、ムッソリー

ニ通りができる時代が来るのだろうか？それが意

味するのは、イタリア人の倫理の崩壊なのか、忘

却なのか、恩赦なのか。その理由に注目すると、

また新たなイタリア社会の一面が見えてきそう

だ。 

 

 

（元当館語学受講生） 
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1990 年代初めイタリアを震撼させたシチリアの

マフィア、コーザノストラ。その頂点に長年君臨し

た大ボスでとりわけ凶暴なことで知られるのが、

コルレオーネのトト（サルヴァトーレ）・リイナであ

る。多数の殺害事件に関わり、いくつもの終身刑

宣告を受けた人物で、二十四年の逃亡生活の末

1993年 1月パレルモの自宅で逮捕された。 

 

【トト・リイナ】 

出典: https://en.wikipedia.org/wiki/Salvatore_Riina 

 

先日イタリアでは、その息子サルヴォ・リイナの

執筆した本が出版され、それにあわせてサルヴ

ォのインタビューがテレビで放送された。サルヴ

ォは父親が指名手配中に生まれたリイナ家の次

男で、現在三十八歳。彼もマフィアの構成員として

の前科もちで、警察の監視のもとパドヴァで暮ら

している。こうした人物のインタビューを国営テレ

ビが放映することの是非が大問題になり、それは

インタビューの内容そのものについて以上に活発

に意見が交わされた。 

ところがマフィアをよく知る作家ロベルト・サヴィ

アーノは、サルヴォのインタビューはこの二十年

でマフィアが発したメッセージの中でおそらくもっ

とも重要なものであると評価した。彼らがわざわ

ざテレビ取材に応じる時は、必ず何か言いたいこ

とがある。ただしそのメッセージの意味を理解す

るには、彼らの言葉遣いや思考の論理をよく研究

して知っている必要がある。ここではサルヴォの

インタビューの一部と、サヴィアーノが試みたそ

の解読を紹介したい。 

 

インタビュアー（以下、I）：「過ちを犯した」と言うこ

とができたら、あなたのお父さんもいくらかの人間

性を取り戻すことになるんじゃないでしょうか。 

サルヴォ・リイナ（以下、SR）：え、誰がです？私の

父がそういうこと言うかって？ああ、それは私に

尋ねてもだめですよ。 

I：言った方が良いと、あなたは思いますか。 

SR：本人に聞くべきですね。彼がとるべき選択に

ついて、私が言うことはなにもありません。 

 

父の非を認めるわけにはいかないから返答を

避けているのだろうと筆者は思ったのだが、そう

単純ではないようだ。サヴィアーノによれば、サ

ルヴォは自分の父親について意見を言うことがで

きない。それは父が今だにファミリーのドンだから

である。ドンには絶対服従で、ドンに対して意見も

何もない。服役中の父が今も権力を握っているの

だ。インタビューの中でサルヴォは、リイナ家が

愛情で強く結ばれた家族であったこと、父親が指

名手配中でも平穏な生活が保たれたこと、ぜいた

くを好まず質素な暮らしをしていたことを明かして

いる。大ボスの良き夫、良き父としての一面を伝

え、同情を呼ぼうとでも考えているのだろうか。サ

ヴィアーノは、ここでサヴィオはコーザノストラの

伝統的な価値観を称えているのだと言う。自分の

父は立派であった。正真正銘の「名誉ある男」で

あった。サルヴォはそう主張しているのである。 

 

I：あなたにとってマフィアとは何ですか。 

SR：考えてみたこともないし、正確な返答を持ち

マフィアのことば 

コルレオーネ・ファミリーのメッセージ 

 

深草 真由子 
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合わせていません。今日マフィアはすべてであり、

かつ無です。 

 

この部分についてはサヴィアーノに言われるま

でもなく、筆者も心当たりがあるし以前から案じて

いたことである。それは誰かが誰かのことを非難

する時、「あの人はマフィア的だ」とか「マフィア的

なやり口だ」とか、あまりに安易に口走る。マフィ

アという単語の意味を広く解釈し、乱用することに

潜む危険性に気がついていない人が多い。サル

ヴォ・リイナは一般市民のそうした傾向を巧みに

利用しているのである。殺人もドラッグ密売もマネ

ーロンダリングも、やっている人間はいくらでもい

るだろう？もはやこの世の中すべてがマフィアみ

たいなもんなんだから、俺たちを「マフィア」呼ば

わりすることに何の意味があるのか？俺たちが

マフィアなら、お前たちもマフィアじゃないか。サ

ルヴォはそう言いたいのである。 

 

【ファルコーネ、ボルセッリーノ両検察官】 

出典: https://en.wikipedia.org/wiki/Giovanni_Falcone 

 

サルヴォはジョヴァンニ・ファルコーニとパオ

ロ・ボルセッリーノについてのコメントも求められ

ている。二人はパレルモの検察官で、捜査チーム

の中心となって 1986 年の大裁判を成功させたマ

フィアの専門家であったが、92 年にトト・リイナの

命令によって殺害された。それから二十年以上経

った今でも、数多い犠牲者の中でもっとも名の知

られた存在であり、反マフィア運動のシンボルと

なっている。 

 

I：（ファルコーネとボルセッリーノを）どう評価しま

すか。 

SR：言うことはありません。何を言っても、いいよ

うに利用されるでしょうから。 

I：それは内容によるんじゃないですか。肯定的な

評価なら... 

SR：私は死者に敬意を払っています。すべての死

者に。ただそれだけです。 

 

サルヴォがコーザノストラの内部にいる人間で

あることが、このあたりから次第に明らかになっ

てくるのではないだろうか。さすがに、両検察官

への憎悪をテレビカメラの前でさらけ出すことは

ない。しかし肯定的に評価することもやはり本意

ではないし、できないのであろう。 

組織を抜けて司法当局に協力するようになった

者を Pentito「改心者」と呼ぶことがある。減刑なり

ライバルへの報復なり、私益のために協力するこ

ともあるので、必ずしも本当に改心したことを意味

するわけではない。だが改心者の供述は検察に

とってたいへん有益で、コーザノストラの中枢の

組員の大量逮捕と大裁判の成功を導いた過去が

ある。しかし... 

 

SR：イタリアだけです。他の多くの民主主義国家

ではこんなことは起こらない。イタリアでは、改心

者は何百件もの殺人を犯したと告白して、つまり

自分で自分のことを告発して−ブシェッタ氏のこと

だけでなく、あらゆる改心者のことを言っているの

ですけどね−、にもかかわらず一日も牢獄生活を

送ることなく、他人を監獄に追いやりながら、自分

は娑婆に戻って昔やってたことをやっているんで

すよ。 

 

「イタリアだけだ。まともな国ではこんなことは

起こらない！」というのは、イタリア人がイタリアを

嘆く時によく言うセリフなのだが...。これがリイナの

口から出てきたのを聞いて目が回るような感覚を

覚えたのは、筆者だけではないだろう。ブシェッタ

はもともと凶悪な殺人犯であったが、ファルコーネ

検察官に協力して、コルレオーネ・ファミリーの秘

密を暴露した改心者である。もうすでに亡くなって

いるが、リイナにとっては思い出すだけで頭に血

がのぼるような存在であろう。それまで「マフィア

とは何か分らない」とさえ言っていた男が、この時
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ばかりは饒舌になるのをサヴィアーノは見逃さな

い。改心者の供述が検察にとっていかに強力な

武器となり、コーザノストラを弱体化させたのか、

サヴィオはよく知っているからこそ、改心者をこう

も強く攻撃するのであろう。サヴィアーノはとくに

触れてはいないが、改心者に保証される国の寛

大な措置に対して国民の批判を煽りたいという意

図も、サヴィオの発言に読みとることができる。 

このインタビューを利用してリイナがメッセージ

を送っている相手は、新世代のコーザノストラと司

法府だとサヴィアーノは見ている。伝統的なマフィ

アの道徳観を体現するコルレオーネのファミリー

は、規律のない堕落した現在のコーザノストラと

は別物であること。重罪犯罪人の厳重な措置を定

める法律41-bisの廃止を国に要求する代わりに、

自分たちの行為については責任を負う用意があ

ること。しかし決して改心するつもりはなく、よって

自分たちの財産を管理している仲間の名を挙げ

るつもりはないこと。これが国家と交渉を進めるう

えで自分たちがとろうとしている方針であり、それ

を新世代の連中が妨害するのを断じて許しはしま

いということ。以上がサヴィアーノが解読したリイ

ナのメッセージである。 

 

＜参考情報＞ 

・サルヴォ・リイナのインタビュー（“Porta a porta” 

2016年 4月 6日放送 ） 

http://www.portaaporta.rai.it/le-interviste-di-bruno-

vespa/salvo-riina/ 

・ロベルト・サヴィアーノのプレゼンテーション（“Che 

tempo che fa” 2016年 4月 10日放送） 

http://www.rai.tv/dl/RaiTV/programmi/media/Conte

ntItem-ee9db351-d6ad-49a1-9ceb-c54dc4465867.ht

ml 

 

（元当館スタッフ） 

 

 
【2016年4月15日のラ・レプッブリカ紙。警察に傍受されて

いたサルヴォの会話が暴露された】 


